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詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点

【新改訳2017】ヨハネの福音書5章39節
あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、
聖書を調べています。その聖書は、わたしについて
証ししているものです。

●とすれば、詩篇119篇の「私」(単数形)は「イェシュア」について証
ししていると言えます。と同時に、その「私」であるイェシュアの中へ
と信じる者たち(複数形)」も含まれていると言えます。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】ヨハネの黙示録22章13節 

わたしはアルファ( לֶ�אָ הָ  )であり、オメガ( ותָּ הַ  )である。
最初(הָרִאשׁוֹן)であり、最後(הָאַחֲרוֹן)である。
初め(הָרֵאשִׁית)であり、終わり(הַתַּלִית)である。

●詩篇119篇は「アーレフ・ベート詩篇」です。「アーレフ：א」から
「ターヴ：ת」までのヘブル文字22からなる段落がそれぞれ8節単位で
構成されています。「８」はイェシュアの数です。詩篇119篇の構成は、
(8×22＝)176節から成っています。詩篇の中で最も長い詩篇です。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】Ⅰペテロの手紙2章4～５節

4 主のもとに来なさい。
主は、人には捨てられたが神には選ばれた、尊い生ける石です。

5 あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げられ、
神に喜ばれる霊のいけにえをイエス・キリストを通して献げる、
聖なる祭司となります。

●詩篇119篇は「聖なる祭司」、あるいは「王なる祭司」の書であり、
「王なる祭司・聖なる祭司」とはいかなる存在であるかを学ぶ最良の
テキストです。その模範は「昼も夜も、主のおしえを喜びとし、口ずさ
む(思い巡らす、反芻する)その人(ハーイーシュ：ׁהָאִיש)」です。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点

●詩篇119篇に登場する「みおしえ」とは「トーラー」のことで、モー
セ五書を指しています。それを「さとし」「戒め」「おきて」「仰せ」
「定め」などの多様なことばで表されています。しかし中心にあるのは
「みおしえ」です。

●モーセ五書の中に、神が民を「恋い慕っている」
ことが啓示されています。このことに気づきが与え
なければ、主体的信仰ははじまりません。この気づ
きの背景には、神の「霊」が働く必要性があります。
しかし、旧約ではそれが隠されているのです。



１. 第八の段落「ヘート：ח」テキスト
【新改訳2017】詩篇119篇57～65節

57 主は私への割り当てです。私は あなたのみことばを守ると申し上げました。
58 私は心を尽くして あなたに乞い求めます。
     みことばのとおりに 私をあわれんでください。
59 私は 自分の道を顧みて あなたのさとしの方へ足の向きを変えました。
60 私はすぐ ためらわずにあなたの仰せを守りました。
61 悪しき者の綱が私に巻き付いても あなたのみおしえを 私は忘れませんでした。
62 真夜中に 私は起きてあなたに感謝します。あなたの正しいさばきのゆえに。
63 私は あなたを恐れるすべての人 あなたの戒めを守る人たちの仲間です。
64 主よ 地はあなたの恵みに満ちています。あなたのおきてを私に教えてください。

●ここでも「私」はイェシュアを証しし、「あなた」(=主)は御父を証ししていま
す。今回、選んだ語彙は63節です。



１.「ハーヴェール」①
【新改訳2017】詩篇119篇63節

  私は あなたを恐れるすべての人 あなたの戒めを守る人たちの仲間です。

●「私は、・・・の仲間です」の「仲間」に焦点を当ててみたいと思います。
「仲間」は名詞の「ハーヴェール」(חָבֵר)で、旧約では15回です。
「あなたを恐れるすべての人」と「あなたの戒めを守る人たち」とは同義です。
これらの仲間は、イェシュアとともに御国の福音のために働く同労者のことです。これら
の人たちは霊によって生きる者たちであり、メシア王国に入ることになる人々です。その
者たちと「私」の関係が預言されています。

①【新改訳2017】ヨハネの福音書 4章34節 
イエスは彼ら(主の弟子たち)に言われた。「わたしの食べ物とは、わたしを遣わさ
れた方のみこころを行い、そのわざを成し遂げることです。・・・



１.「ハーヴェール」②
②【新改訳2017】ヨハネの福音書 6章27節
  なくなってしまう食べ物のためではなく、いつまでもなくならない、
  永遠のいのちに至る食べ物のために働きなさい。

●ここでの「働きなさい」(エルガゾマイ: ἐργάζομαιの現在命令形)は、永遠の
いのちに至る食べ物を「優先的に追求し続けなさい、得ようとし続けなさい」とい
う意味です。そのような者たちが、終わりの日に立ち上がって来ることを預言して
語っているのです。イェシュアのことばは常に終わりのことで、預言者も然りです。

【新改訳2017】エゼキエル書37章19節
彼らに告げよ。『神である主はこう言われる。見よ( ההִנֵּ  )。わたしは、エフライムの手に
あるヨセフの杖と、それにつく(新共同訳「それと結ばれた」ֹחֶבְרו) イスラエルの諸部族
を取り、それらをユダの杖に合わせて一本の杖とし、わたしの手の中で一つとする。』



１.「ハーヴェール」②
●旧約は、神が終わりの日になそうとする「仲間」
(ハーヴェ―ル：חָבֵר)、すなわち「エフライムと
それにつくイスラエルの諸部族」を取り、ユダという木
につないで「一つにさせる」という預言の中に使われて
います。

●出エジプト記の幕屋では、ハーヴェール(חָבֵר)の動詞「ハーヴァル」
を用いて、ユダヤ人と異邦人を結びつけています。動詞の「ハー(חָבַר)
ヴァル」は「ひとつになる、同盟を結ぶ、一緒に縛る、結合する、(Pi)結
合する、(Pu)結ばれる、(Hiphil)一緒になる、(Hithpael)同盟を結ぶ」と
いう意味です。



１.「ハーヴェール」③
【新改訳2017】出エジプト記26章3～6節

3 五枚の幕を互いにつなぎ合わせ(חָבַר)、(※この幕はミシュカーンです）
もう五枚の幕も互いにつなぎ合わせる(חָבַר)。

4 そのつなぎ合わせたもの( רֶתמַחְבֶּ  )の端にある幕の縁に、
青いひもの輪を付ける。 ※「マフヴェレット」は名詞。
もう一つのつなぎ合わせたもの( רֶתמַחְבֶּ  )の端にある幕の縁にも、
そのようにする。

5 その一枚の幕に五十個の輪を付け、もう一つのつなぎ合わせた( רֶתמַחְבֶּ  )
幕の端にも五十個の輪を付け、その輪を互いに向かい合わせにする。

6 金の留め金を五十個作り、その留め金で幕を互いにつなぎ合わせ(חָבַר)、
   こうして一つの幕屋にする。



１.「ハーヴェール」④



１.「ハーヴェール」⑤
●新約では、主によって選ばれた者たち、すなわち「イェシュアをメシア
として信じるメシアニックジューと異邦人からなる共同体」を「エック
レーシア」(=教会)と呼んでいます。また、エックレーシアは「キリスト
の花嫁」とも呼ばれます。
●私たちは主にある共同体の中の一人に過ぎません。その共同体(スュン：
σύν＝ともに)の中に生かされているのです。



2.「シュネルゴス：συνεργός 」①
●しかしそのことを踏まえつつも、「主にある同労者」と言える存在(仲間)と生き
る者でもあるのです。私たちがどういう仲間とともに生きるかは重要な問題です。
パウロにはそうした「同労者」(シュネルゴス：συνεργός)と呼ぶ者たちがいた
ようです。それは、今日のFacebookにある「つながり関連の友だち」ではなく、
「王なる祭司」として、御国の福音のために「働く」(＝永遠のいのちに至る食べ
物を優先的に追求し続ける)、限られた、ごく少ない「同労者」の存在です。
自分の妻である伴侶(ハヴェーラー：חֲבֵרָה)こそ、最大の「同労者」であるべき
ですが、マラキ書はそうなっていないことを糾弾しています(マラキ2:14～15)。

●パウロは独身者であったため伴侶はいませんが、それに代わる同労者たちがいた
ようです。彼らはパウロと信頼関係をもっていた人たちでした。以下のように、
パウロには、12人の同労者(青色)がいたことが分かります。



2.「シュネルゴス：συνεργός 」②
①【新改訳2017】ローマ人への手紙 16章3節
キリスト・イエスにある私の同労者(חֲבֵרַי)、プリスカとアキラによろしく伝えてください。
②【新改訳2017】ローマ人への手紙16章9節
キリストにある私たちの同労者(ּחֲבֵרֵנו)ウルバノと、私の愛するスタキスによろしく。
③【新改訳2017】ローマ人への手紙16:21 
私の同労者(חֲבֵרַי)テモテ、また私の同胞、ルキオとヤソンとソシパテロが、あなたがたによろ
しくと言っています。
④【新改訳2017】Ⅰコリント人への手紙 3章9節 
私たち(パウロと兄弟ソステネ/1:1)は神のために働く同労者であり、
あなたがたは神の畑、神の建物です。
⑤【新改訳2017】Ⅱコリント人への手紙 8章23節
テトスについて言えば、彼は私の仲間であり、あなたがたのために働く同労者です。
私たちの兄弟たちについて言えば、彼らは諸教会の使者であり、キリストの栄光です。
⑥ 【新改訳2017】ピリピ人への手紙 2章25節 
私は、私の兄弟、同労者、戦友であり、あなたがたの使者で、私の必要に仕えてくれた
エパフロディトを、あなたがたのところに送り返す必要があると考えました



2.「シュネルゴス：συνεργός 」③
⑦【新改訳2017】ピリピ人への手紙 4章3節 
そうです、真の協力者よ、あなたにもお願いします。彼女たちを助けてあげてください。
この人たちは、いのちの書に名が記されているクレメンスやそのほかの私の同労者たちと
ともに、福音のために私と一緒に戦ったのです。
⑧【新改訳2017】コロサイ人への手紙4章11節
ユストと呼ばれるイエスも、よろしくと言っています。割礼のある人では、この三人
(マルコ、アリスタルコ、デマス)だけが神の国のために働く私の同労者です。
彼らは私にとって慰めになりました。
⑨【新改訳2017】Ⅰテサロニケ人への手紙 3章2節 
私たちの兄弟であり、キリストの福音を伝える神の同労者であるテモテを遣わしたのです。
あなたがたを信仰において強め励まし、
➉【新改訳2017】ピレモンへの手紙 1章1節 
キリスト・イエスの囚人パウロと兄弟テモテから、私たちの愛する同労者ピレモンと、
⑪ 【新改訳2017】ピレモンへの手紙 1章24節 
私の同労者たち、マルコ、アリスタルコ、デマス、ルカがよろしくと言っています。



今日のまとめ

●パウロは信頼できる同労者(シュネルゴス：συνεργός)に恵まれ
ていました。もし彼らの存在がなければ、パウロの伝えたことは、
広く、継続されていかなかったと言えます。パウロの死後、教会の
中に異なる考えが入って来ることが、テモテやテトスの書簡を通し
て知ることが出来ます。

【新改訳2017】Ⅱヨハネの手紙 1章8節
気をつけて、私たちが労して得たものを失わないように、
むしろ豊かな報いを受けられるようにしなさい。
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